
田
中
星
児
大
杉
久
美
子

泌
日
（
土
）
２
時
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
一
一
○
○
円

☆
松
山
バ
レ
エ
団
ヨ
ッ
ペ
リ
ア
」

翠
日
（
金
）
６
時
迦
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
五
○
○
○
円
Ａ
・
三
○
○
○
円

【
☆
神
戸
の
催
し
物
ご
案
串
型

八
音
楽
Ｖ

★
第
九
交
響
曲

５
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
民
音
／
会
員
・
二
三
○
○
円

指
揮
／
山
田
一
雄
大
阪
フ
ィ
ル

独
唱
／
嶺
貞
子
、
伊
原
直
子
、
林
誠
、

木
村
俊
光

★
戸
川
昌
子
・
堀
郁
子

８
日
（
金
）
６
時
半
劃
戸
国
際
会
館

前
売
・
二
○
○
○
円
当
日
・
二
五
○

○
円

★
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

９
日
（
土
）
６
時
迦
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
三
○
○
円
Ａ
・
二
○
○
○
円

Ｂ
・
一
八
○
○
円

☆
ハ
イ
フ
ァ
イ
・
セ
ッ
ト

、
日
（
日
）
２
時
神
戸
国
際
会
館

Ａ
・
二
五
○
○
円
Ｂ
・
二
○
○
○
円

Ｃ
・
一
六
○
○
円

★
ｗ
ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

1２
月

猫
日
傘
壱
４
時
Ⅳ
臼
（
日
）
２
時

神
戸
文
化
大
ホ
ー
ル

前
売
／
指
定
・
三
○
○
○
円
自
由
・

二
六
○
○
円

☆
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス

狙
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
八
○
○
円
Ａ
・
二
四
○
○
円

★
東
敦
子
オ
ペ
ラ
ア
リ
ア
の
夕
べ

即
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
○

○
○
円

☆
第
九
交
響
曲

塑
日
（
土
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○

○
円
Ｃ
・
二
○
○
○
円

☆
甲
南
女
子
大
零
曲
部

３
日
（
日
）
３
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

レ
ｆ
Ｉ

Ｊ
測
滞

☆
神
戸
大
交
響
楽
団

６
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
五
○
○
円

☆
甲
南
大
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ

７
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
四
○
○
円

☆
神
戸
商
科
大
グ
リ
ー
ク
ラ
プ

８
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
四
○
○
円

★
神
戸
大
マ
ン
ド
リ
ン
ク
ラ
ブ

９
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
大
ホ

ー
ル
四
○
○
円

★
神
戸
大
軽
音
楽
部

哩
日
（
火
）
５
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
四
○
○
円

☆
関
西
学
院
大
人
形
劇
団
「
デ
ク
」

廻
日
（
火
）
６
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
三
○
○
円

★
神
戸
女
子
大
コ
ー
ラ
ス
部

皿
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
四
○
○
円

☆
松
蔭
女
子
学
院
大
．
短
大
コ
ー
ラ
ス
部

晦
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
四
○
○
円

★
甲
南
女
子
大
コ
ー
ラ
ス
部

鵡
日
（
土
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
四
○
○
円

★
関
西
学
院
大
軽
音
楽
部

鋤
日
（
水
）
６
時
西
宮
市
民
会
館

四
○
○
円

★
神
戸
大
ク
ラ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
部

加
日
（
水
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
四
○
○
円

★
神
戸
大
混
声
合
唱
団
「
エ
ル
デ
」

皿
日
（
木
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
四
○
○
円

★
関
西
学
院
大
吹
奏
楽
部

型
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化
中
ホ

ー
ル
四
○
○
円

☆
神
戸
大
混
声
合
唱
団
「
ア
ポ
ロ
ン
」

銅
日
（
土
）
６
時
神
戸
文
化
中
ホ
ー

ル
四
○
○
円

蕊
堀郁子渡辺香津美

指
孤
／
籾
比
奈
隆
大
阪
フ
ィ
ル

独
唱
／
岡
田
哨
美
、
井
上
和
世
、
西
垣

俊
朗
、
三
室
尭

★
第
九
交
響
曲

弱
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
大
ホ
ー

ル
音
楽
友
の
会
／
会
員
Ｓ
・
二
八
○

○
円
Ａ
・
二
三
○
○
円
Ｂ
・
二
○

○
○
円

指
孤
／
外
山
雄
三
大
阪
フ
ィ
ル

独
唱
／
大
川
隆
子
、
成
田
絵
智
子
、
丹

羽
勝
海
、
勝
部
太

八
演
劇
Ｖ

☆
文
化
座
「
サ
ン
ダ
カ
ン
八
番
娼
館
」

１
日
（
金
）
２
日
（
土
）
５
日
（
火
）

６
日
（
水
）
７
日
（
木
）
６
時
通
分

３
日
（
日
）
１
時
半
神
戸
文
化
巾
ホ

ー
ル
神
戸
労
演
／
一
八
○
○
円

出
淡
／
鈴
木
光
枝
、
佐
々
木
愛
、
鈴
木

昭
生
、
河
村
久
子

☆
唄
啓
劇
団
「
親
恋
謂
」

４
日
（
月
）
６
時
半
神
戸
国
際
会
館

民
音
／
一
八
○
○
円

出
演
／
京
唄
子
、
凪
啓
助
、
関
敬
六
、

志
捻
満
助
ほ
か

八
そ
の
他
Ｖ

★
映
画
フ
ァ
ン
の
た
め
の

神
戸
映
画
ま
つ
り

９
日
（
土
）
ｍ
日
（
日
）
１
時
Ｋ
Ｃ

Ｃ
ホ
ー
ル
前
売
・
一
○
○
○
円
当

日
・
一
三
○
○
円

★
市
民
映
画
劇
場

「
に
っ
ぼ
ん
泥
棒
物
語
」

、
日
（
水
）
Ｉ
晦
日
（
金
）
６
時
半

妬
日
（
土
）
２
時
神
戸
文
化
小
ホ
ー

ル
四
九
九
円

★
田
中
星
児
＆
大
杉
久
美
子
／
ド
ド
ン
と

う
た
お
う

神
戸
各
大
学
の
定
期
公
演

１
１１３
１

●
愛
読
者
招
待
席

神
戸
っ
子
謎
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

ご
招
待
（
ｍ
名
棟
）

☆
秋
吉
敏
子
と

ル
ー
タ
パ
キ
ン
・
ビ
ッ
グ
バ
ン
ド

ー
月
配
日
（
金
）
６
時
半
神
戸
文
化

大
ホ
ー
ル

ご
希
望
の
方
は
華
書
に
住
所
・
氏
名
・

年
令
・
職
莱
を
明
記
の
上
、
神
戸
っ
子

斑
室
「
秋
吉
敏
子
」
の
係
ま
で

●
愛
読
者
優
待
席

神
戸
っ
子
読
者
に
左
記
の
ス
テ
ー
ジ
を

割
引
優
待
致
し
ま
す

★
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｗ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ

哩
月
晦
日
（
土
）
４
時

塑
月
Ⅳ
日
（
日
）
２
時
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル

指
定
席
・
三
○
○
○
円
自
由
席
・
二

六
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

★
ダ
ー
ク
ダ
ッ
ク
ス
ク
リ
ス
マ
ス

コ
ン
サ
ー
ト
イ
ン
コ
ー
ベ

哩
月
醒
円
（
月
）
６
時
鋤
分

神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
二
八
○
○
円
Ａ
・
二
四
○
○
円

を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
Ⅵ

★
松
山
バ
レ
エ
団
／
コ
ッ
ペ
リ
ア

狸
月
浬
日
（
金
）
６
時

神
戸
国
際
会
館

Ｓ
・
五
○
○
○
円
Ａ
・
三
○
○
○
円

Ｂ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
第
九
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
の
夕
べ

哩
月
聖
日
（
土
）
７
時
神
戸
文
化
大

ホ
ー
ル

指
揮
／
朝
比
奈
隆
、
大
阪
フ
ィ
ル

独
唱
／
岡
田
剛
美
、
井
上
和
世
、
田
原

祥
一
郎
、
三
室
尭
、
合
唱
／
神
戸
土
曜

会
合
唱
団
ほ
か

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

Ｃ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

☆
エ
フ
ゲ
ニ
ー
・
モ
ギ
レ
フ
ス
キ

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ー
月
鋤
日
（
火
）
７
時
神
戸
文
化
中

ホ
ー
ル

Ａ
・
三
○
○
○
円
Ｂ
・
二
五
○
○
円

Ｃ
・
二
○
○
○
円
を
そ
れ
ぞ
れ
一
割
引

ご
希
望
の
方
は
電
話
か
恭
蕃
で
神
戸
っ

子
編
集
室
・
優
待
係
八
川
崎
Ｖ
ま
で
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鱗
鶴
識
識
瀞
蟻
蟻

譜白
烏
、
踊
っ
た
ん
だ
つ
せ

識
篭
鮮
…

幼
き
日
の

バ
レ
リ
ー
ナ
の
夢

今
こ
こ
に

白
鳥
に
な
る
か

は
て
黒
烏
か

鉄
は
熱
い
う
ち
に
打
て
、
と
誰
か
が
い
っ
た
。
原
稿
も
足
の
痛

い
う
ち
に
書
け
、
と
、
こ
れ
ま
た
誰
か
が
い
う
。
昨
日
そ
れ
程
で

も
な
か
っ
た
つ
っ
ぱ
り
、
今
朝
は
ベ
ッ
ド
か
ら
下
り
る
の
さ
え

あ
、
た
、
た
：
。
…
の
連
続
だ
っ
た
。
ペ
タ
ン
シ
ッ
プ
が
ず
れ
て
シ

ー
ツ
に
お
ち
た
。
長
い
長
い
念
願
が
か
な
っ
て
、
白
鳥
の
役
を
や

ら
せ
て
も
ら
っ
た
見
返
り
は
、
実
に
苛
酷
に
や
っ
て
く
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
バ
ー
を
持
つ
な
ん
て
、
二
度
と
持
つ
こ
と
が

あ
る
な
ん
て
。
あ
れ
か
ら
何
年
た
っ
た
の
だ
ろ
う
。
小
学
校
六
年

生
の
時
、
一
駅
向
う
に
バ
レ
ー
教
室
が
で
き
た
。
あ
ち
こ
ち
に
教

室
が
で
き
て
、
ち
ょ
っ
と
し
た
ブ
ー
ム
の
頃
だ
っ
た
。
飛
ん
だ
り

１
１１４
１

鰹
独
蒔
唖
週

は
ね
た
り
の
好
き
な
私
は
す
ぐ
そ
の
教
室
に
通
う
こ
と
に
な
っ

た
。
幼
稚
園
か
ら
低
学
年
、
ま
わ
り
は
チ
ピ
共
ば
か
り
だ
っ
た
け

ど
、
結
構
楽
し
く
汗
を
流
し
た
も
の
だ
っ
た
。
け
れ
ど
人
間
が
硬

い
と
身
体
ま
で
硬
い
。
ど
う
や
っ
て
も
、
足
が
、
百
八
十
度
ど
こ

ろ
か
九
十
度
に
も
上
ら
な
い
。
背
丈
が
胸
ほ
ど
に
も
な
い
チ
ピ

が
、
両
足
開
げ
て
ペ
タ
ン
と
床
に
つ
く
様
を
何
度
く
や
し
涙
で
見

た
こ
と
だ
ろ
う
。
一
年
後
、
枚
方
パ
ー
ク
で
行
わ
れ
た
発
表
会
。

当
然
私
は
後
の
方
で
た
だ
賑
や
か
し
の
た
め
に
体
を
動
し
て
い
た

に
す
ぎ
ず
、
学
芸
会
で
は
い
つ
も
主
役
だ
っ
た
の
に
、
と
先
生
を

逆
う
ら
み
し
て
や
め
て
し
ま
っ
た
。
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噌

鴬

あこがれの、あこがれのバレリーナ。子供の頃の夢、今実現。そしてこのような
ステキな王子サマが現実に現われてくるような気がしちゃうけど、ハテ？
＜王子／佐伯茂･ オデット／小山乃里子>

沖
室

り
、
ま
た
そ
の
辺
を
走
り
ま
わ
っ
た
。
お
弟
子
さ
ん
が
一
人
、
二

人
と
や
っ
て
く
る
。
み
ん
な
タ
イ
ツ
の
上
か
ら
パ
ッ
チ
の
上
を
ち

ょ
ん
ぎ
っ
た
よ
う
な
も
の
を
は
い
て
い
る
。
膝
が
あ
た
た
ま
る
ま

で
そ
う
い
う
の
を
つ
け
て
る
ん
だ
そ
う
だ
。
そ
う
い
え
ば
「
愛
と

喝
采
の
日
々
」
の
ア
ン
・
バ
ン
ク
ロ
フ
ト
も
「
グ
ッ
バ
イ
・
ガ
ー

ル
」
の
マ
ー
シ
ャ
・
メ
イ
ス
ン
も
は
い
て
た
つ
け
。
普
通
な
ら
足

荘
盤
静

あ
れ
か
ら
指
折
り
か
ぞ
え
て
十
年
（
ど
ん
な
計
算
や
．
…
・
・
）
久

し
振
り
の
こ
の
や
わ
ら
か
い
靴
の
感
覚
、
あ
の
頃
は
白
か
赤
し
か

な
か
っ
た
の
に
、
う
す
桃
色
に
輝
い
て
い
る
。
タ
イ
ツ
も
ピ
ン

ク
。
練
習
着
は
こ
れ
ま
た
き
れ
い
な
ブ
ル
ー
。
ち
ょ
っ
と
布
地
が

や
わ
ら
か
す
ぎ
て
体
型
が
あ
ら
わ
に
な
っ
た
の
が
気
に
な
る
が
、

飛
び
は
ね
た
く
な
る
心
地
良
さ
。
私
め
が
伺
っ
た
の
は
神
戸
を
代

表
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
ー
の
華
、
上
月
倫
子
バ
レ
エ
研
究
所
の

上
筒
井
に
あ
る
レ
ッ
ス
ン
場
で
あ
る
。

「
ホ
ン
ト
は
葺
合
の
方
が
い
い
ね
ん
け
ど
ね
、
あ
っ
ち
、
天
井
低

い
れ
ん
。
飛
び
上
っ
た
時
、
頭
打
っ
た
ら
あ
か
ん
し
ね
え
」

「
ム
フ
ゥ
・
…
：
飛
び
上
る
う
？
。
な
ん
で
よ
」

「
あ
と
か
ら
男
の
踊
手
さ
ん
来
は
る
ね
ん
。
ノ
コ
ち
ゃ
ん
を
抱
き

上
げ
て
、
肩
の
上
で
ポ
ー
ズ
と
る
や
つ
か
て
、
ち
ゃ
ん
と
や
ら
な

ね
え
」久

し
く
男
の
肩
な
ど
に
も
た
れ
た
こ
と
が
な
い
。
興
奮
の
あ
ま

；

が
太
く
み
え
る
ん
だ
け
ど
、
み
ん
な
ひ
き
し
ま
っ
た
足
だ
か
ら
そ

う
も
見
え
な
い
。
さ
て
、
い
よ
い
よ
レ
ッ
ス
ン
の
開
始
で
あ
る
。

「
昔
や
っ
て
た
ん
な
ら
、
基
本
の
型
は
知
っ
て
る
わ
ね
、
こ
れ
が

一
番
、
横
に
出
し
て
二
番
、
前
に
出
し
て
五
番
」

上
月
先
生
、
い
と
も
簡
単
に
の
た
も
う
た
。
知
っ
て
ま
す
か
、

バ
レ
ー
の
足
の
型
。
一
番
ち
ゅ
う
の
は
、
右
と
左
の
足
、
外
側
に

先
を
む
け
て
百
八
十
度
に
ぴ
っ
た
り
く
っ
つ
け
る
ん
で
つ
せ
。
ひ

、
、

ざ
も
、
も
も
も
、
も
ち
ろ
ん
ピ
ッ
タ
シ
カ
ン
カ
ン
。
必
死
の
面
も

ち
で
足
ば
か
り
み
て
い
た
ら
、
ポ
ン
と
お
腹
を
た
た
か
れ
た
。
つ
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ヤダネェ、女子プロレスの練習じゃないんだから。華鹿に変身／と試みたけど、ちょっと寸法が合わないんだなあ。＜右・上月倫子先生＞

６
１
１
１
１

い
で
お
尻
も
ボ
ン
。

「
お
腹
出
た
ら
あ
か
ん
の
、
お
尻
も
そ
ん
な
に
つ
き
出
し
た
ら
駄

目
。
ホ
ラ
、
ひ
ざ
が
曲
っ
て
る
」

さ
っ
き
の
興
奮
ど
こ
へ
や
ら
・
一
番
の
足
型
か
ら
こ
れ
で
は
先

は
ま
る
見
え
と
い
う
も
の
。
バ
ー
に
六
人
並
び
、
音
楽
に
合
わ
せ

て
の
基
礎
レ
ッ
ス
ン
。
こ
こ
で
私
は
重
大
な
こ
と
を
発
見
し
た
。

足
ど
こ
ろ
じ
ゃ
な
い
。
私
は
、
手
も
ま
と
も
に
動
か
な
き
ゃ
あ
、

身
体
全
体
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
み
た
い
な
ん
だ
動
手
を
上
に
あ
げ

て
、
肩
を
引
い
て
、
と
い
わ
れ
れ
ば
、
身
体
全
体
が
後
に
む
い
て

し
ま
う
し
、
ぐ
う
っ
と
そ
り
返
る
時
な
ん
か
、
ポ
キ
ポ
キ
音
が
し

そ
う
。
し
か
も
、
昔
も
そ
う
だ
っ
た
け
れ
ど
、
足
な
ん
か
三
十
度

も
上
が
り
や
し
な
い
。
悪
い
こ
と
に
目
の
前
の
大
き
な
鏡
、
ぶ
ざ

ま
な
姿
を
逐
一
報
告
し
て
く
れ
る
。
よ
っ
ぽ
ど
目
つ
む
っ
と
っ
た

ろ
か
し
ら
と
思
っ
た
も
の
だ
っ
た
。
実
際
に
身
体
の
ほ
て
り
か
ら

く
る
汗
と
冷
汗
が
ま
じ
り
合
い
、
も
う
終
る
か
な
、
こ
れ
位
か

な
、
と
思
っ
て
い
る
矢
先
、
上
月
サ
ン
の

「
さ
て
次
は
こ
ん
な
の
や
っ
て
み
ま
し
ょ
う
」

の
声
が
聞
え
て
き
た
時
に
ゃ
、
涙
ま
で
出
そ
う
。
バ
ー
を
離
れ

て
、
今
度
は
飛
ぶ
番
で
あ
る
。
な
な
め
前
に
、
両
足
揃
え
て
ツ
ー

と
飛
ん
で
お
り
る
。
そ
な
い
重
た
い
体
や
な
い
の
に
、
足
が
い
う

こ
と
き
か
な
く
て
、
右
足
が
上
れ
ば
左
足
は
ど
た
り
。

こ
れ
で
終
り
か
と
思
え
ば
、
ま
だ
ま
だ
例
の
く
る
く
る
回
る
や

つ
が
残
っ
て
た
。
首
を
動
か
さ
な
い
で
身
体
を
く
る
っ
と
回
す
と

い
う
理
屈
は
、
頭
の
隅
に
残
っ
て
は
い
た
の
だ
が
、
あ
れ
か
ら
の

長
い
人
生
、
右
を
見
て
は
に
っ
こ
り
笑
い
、
左
を
見
て
は
言
葉
を

か
け
る
と
い
う
タ
レ
ン
ト
商
売
の
く
せ
が
身
に
し
み
つ
き
、
一
点

を
見
つ
め
て
身
体
を
ま
わ
す
と
い
う
こ
と
が
で
き
な
い
・
端
か
ら

端
ま
で
二
回
や
っ
て
き
っ
ち
り
目
を
回
し
た
。
そ
の
間
も
「
足

元
、
お
な
か
、
お
尻
、
背
中
を
曲
げ
な
い
で
．
：
：
。
」
と
上
月
サ
ン

の
声
が
飛
ぶ
。
こ
れ
以
上
や
ら
せ
る
ん
な
ら
、
長
い
付
き
合
い
も

今
日
限
り
、
と
心
に
誓
っ
た
と
た
ん

「
ハ
イ
、
そ
れ
で
は
お
じ
ぎ
を
し
て
、
ハ
イ
、
ノ
コ
チ
ャ
ン
、
お

疲
れ
さ
ん
」

床
に
へ
た
ば
り
込
ん
だ
の
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
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蕊

練
習
が
始
ま
っ
て
少
し
し
て
、
子
連
れ
の
ア
ヴ
ェ
ッ
ク
が
入
っ

て
来
た
。
男
性
の
方
は
素
早
く
練
習
着
姿
に
な
っ
て
、
ニ
ャ
ニ
ャ

し
な
が
ら
こ
ち
ら
の
苦
し
む
様
を
み
て
い
た
。
彼
が
、
今
夜
こ
の

私
を
肩
に
の
っ
け
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
来
て
く
れ
た
佐
伯
茂
さ
ん

で
あ
る
。
ど
っ
か
で
見
た
人
だ
な
あ
と
思
っ
て
た
ら
、
そ
う
や
、

六
月
の
加
藤
き
よ
ち
や
ん
の
リ
サ
イ
タ
ル
に
で
て
た
男
前
の
方
の

ヒ
ト

ひ
と
や
。
（
も
う
一
人
の
男
の
目
に
毒
」
の
文
章
が
ふ
れ
ぬ
こ
と
を

祈
る
…
…
）

さ
あ
、
そ
れ
で
は
い
よ
い
よ
衣
装
を
着
よ
う
、
と
ふ
と
片
す
み

を
見
れ
ば
、
せ
っ
せ
と
背
中
に
布
を
当
て
て
縫
っ
て
い
る
ひ
と
あ

り
。
つ
ま
り
、
早
い
話
背
中
が
し
ま
ら
な
く
っ
て
布
を
あ
て
て
広

げ
て
く
れ
て
い
る
わ
け
。
待
っ
て
る
間
に
ト
ウ
シ
ュ
ー
ズ
を
は

く
。
こ
れ
こ
れ
ノ
．
こ
れ
を
は
い
て
み
た
か
っ
た
ん
だ
わ
。
ひ
も

を
む
す
び
、
立
っ
て
み
よ
う
と
し
た
が
、
ま
あ
な
ん
と
い
う
足
先

の
痛
さ
。
し
か
し
足
は
ず
い
分
長
く
見
え
る
。
よ
う
や
く
衣
装
が

な
ん
と
か
縫
い
上
り
、
髪
の
毛
を
真
中
で
わ
け
て
、
白
鳥
の
羽
根

を
つ
け
、
無
数
の
ダ
イ
ヤ
で
飾
ら
れ
た
王
冠
を
頭
上
に
い
た
だ
け

ば
、
ま
あ
、
こ
れ
が
ホ
ン
マ
に
私
か
い
な
と
思
う
位
の
美
し
さ
。

（
し
か
し
、
ま
わ
り
か
ら
は
そ
ん
な
声
な
か
っ
た
な
あ
。
今
、
思

い
出
す
に
．
．
…
・
）
い
つ
の
ま
に
か
佐
伯
さ
ん
も
王
子
サ
マ
の
衣
装

を
身
に
つ
け
、
う
－
む
、
仲
々
似
合
い
の
カ
ッ
プ
ル
。
（
し
か
し
、

こ
れ
も
ま
わ
り
か
ら
は
せ
き
と
し
て
声
が
出
な
か
っ
た
な
あ
。
み

と
れ
て
た
ん
か
な
あ
）

素
敵
な
ポ
ー
ズ
を
、
と
上
月
サ
ン
頭
を
痛
め
て
る
。

「
こ
ん
な
の
ど
う
か
な
あ
、
肩
に
も
た
れ
て
…
…
」

や
っ
て
み
る
。
佐
伯
サ
ン
の
顔
が
目
の
前
に
あ
る
。
何
故
か
私

は
吹
き
出
し
て
し
ま
い
、
彼
、
い
た
く
気
を
悪
く
す
る
。

い
よ
い
よ
、
肩
の
上
に
抱
き
上
げ
て
も
ら
う
シ
ー
ン
。

「
軽
く
飛
ん
で
み
て
下
さ
い
」

彼
の
前
で
ち
ょ
っ
と
飛
ん
で
み
た
、
と
思
っ
た
ら
、
な
ん
と
も

う
私
は
一
肩
の
上
に
の
つ
か
っ
て
た
。
の
つ
か
る
こ
と
は
で
き
た
け

れ
ど
、
そ
の
上
で
足
を
伸
ば
し
た
り
曲
げ
た
り
、
手
を
上
げ
た
り
そ

り
返
っ
た
り
。
で
き
た
か
な
あ
、
と
気
を
抜
い
た
の
が
間
違
い
の

も
と
。
ワ
ォ
ー
ッ
の
声
と
と
も
に
私
の
頭
は
床
に
む
か
っ
て
一
直

線
。
佐
伯
さ
ん
必
死
の
面
も
ち
で
足
を
さ
さ
え
、
彼
の
足
の
間
か
ら

む
こ
う
を
見
れ
ば
、
み
ん
な
ひ
つ
く
り
返
っ
て
笑
っ
て
た
つ
け
。

ぴ
っ
ち
り
三
時
間
緊
張
の
連
続
で
、
お
な
か
の
空
い
て
る
の
ま

で
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
で
も
、
一
生
一
度
の
思
い
出
、
わ
た
し
や

白
鳥
の
湖
踊
っ
た
ん
だ
つ
せ
。
そ
れ
に
し
て
も
あ
れ
か
ら
三
日

間
、
足
の
痛
み
は
ま
す
ま
す
ひ
ど
し
。

白鳥になれた私、最後の最後に華麗な姿をおみせ致しますｂ

iｉ

指
導
／
上
月

協
力
／
佐
伯

写
真
／
橋
本

一
鼠
》
鍵

１
１１７

永
い
間
ご
愛
読
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
二
十
回
を
迎
え
た
こ
の
挑
戦
シ
リ
ー
ズ
、

妓
終
回
に
な
り
ま
し
た
。
ノ
コ
自
身
は
全
部
合

格
点
を
取
れ
た
気
が
し
ま
す
が
、
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。
次
号
か
ら
は
企
而
を
変
え
て
、
ま
た

こ
の
顔
が
登
場
す
る
こ
と
に
な
っ
て
る
よ
う
で

す
。
ス
ン
マ
ヘ
ン
。
小
山
乃
里
子

一
露
・
舞
鐸
鍵
譲

英 倫
男茂子噌議鍵 蕊

魁
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☆
掛
算
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☆
三
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人
的
資
源
が
必
要

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
神
戸

急
げ
！
国
際
都
市
神
戸
実
現
に
人
材
確
保
を

口
神
戸
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
院
誕
生

「
内
弁
慶
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が

日
本
人
は
島
国
育
ち
の
た
め
に
、
一
般

的
に
国
際
的
内
弁
慶
と
い
う
傾
向
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
外
国
へ
行
く
と
ど
う

も
国
際
感
覚
の
乏
し
さ
を
感
じ
ま
す
。

世
界
は
狭
く
な
っ
た
と
い
わ
れ
ま
す
が

こ
れ
か
ら
は
更
に
国
際
交
流
が
進
み
、

国
際
人
が
要
求
さ
れ
る
時
代
が
来
る
と

思
い
ま
す
」
（
安
好
匠
・
神
戸
市
教
育

長
）
。
全
く
妥
当
な
見
解
で
あ
る
。
こ

れ
を
ふ
ま
え
て
、
神
戸
は
今
、
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
都
市
を
目
指
し
て
、
序
々
に
具

体
化
案
が
提
出
さ
れ
、
遂
行
し
つ
つ
あ

る
。
そ
の
な
か
で
注
目
さ
れ
る
ひ
と
つ

と
し
て
昭
和
五
十
六
年
に
「
神
戸
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ

る
こ
と
が
決
ま
り
、
現
在
急
ピ
ッ
チ
で

準
備
中
。
こ
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
は

☆
ま
だ
ま
だ
不
充
分
な
人
的
資
源

そ
ん
な
需
要
を
み
て
、
来
春
四
月
に

「
神
戸
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
院
」
な
る
ユ

ニ
ー
ク
な
教
育
機
関
が
三
宮
駅
前
に
誕

生
す
る
が
、
冒
頭
の
安
好
匠
神
戸
市
教

育
長
は
「
国
際
都
市
神
戸
で
、
国
際
舞

博
覧
会
に
限
ら
ず
、
世
界
に
向
け
る
神

戸
の
顔
と
し
て
の
役
割
が
、
将
来
の
神

戸
に
と
っ
て
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
が

認
識
さ
れ
て
き
た
。

と
も
あ
れ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
を
目

指
す
な
か
で
、
ひ
と
つ
の
問
題
と
し
て

こ
と
あ
る
た
び
に
主
張
さ
れ
て
い
る
の

が
人
的
資
源
の
確
保
で
あ
る
。
国
際
都

市
と
し
て
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
都
市
と
し

て
、
神
戸
が
歩
ん
で
い
く
場
合
に
、
最

終
的
に
は
や
は
り
〃
人
間
″
が
必
要
と

な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
こ
の
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
に
し
て
も
、
将
来
的
に
成
功

を
収
め
る
か
ど
う
か
も
〃
人
間
″
に
左

右
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
人
一
人
の
〃
人
間
″
が
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し
て
存
在
し
な
い
と
フ

ァ
ッ
シ
ョ
ン
産
業
は
成
り
立
た
な
い
の

だ
か
ら
、
企
業
も
今
ま
で
の
よ
う
に
商

売
ば
か
り
を
考
え
な
い
で
、
企
業
活
動

と
創
造
性
あ
る
〃
人
間
″
づ
く
り
を
二

本
立
て
で
や
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
と

い
う
考
え
方
か
ら
、
各
業
界
も
そ
れ
ぞ

れ
に
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

そ
の
〃
人
間
″
を
育
て
る
べ
く
意
味
も

あ
っ
て
、
神
戸
市
で
は
昭
和
四
十
八
年

か
ら
「
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
市
民
大
学
」
を

開
講
し
、
今
年
で
第
六
期
生
が
卒
業
し

て
い
る
が
、
こ
の
「
市
民
大
学
」
、
次

第
に
効
力
を
発
揮
し
、
神
戸
の
街
に
活

躍
す
る
〃
人
間
″
が
登
場
し
て
き
て
い

る
こ
と
も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
ま
だ

ま
だ
不
充
分
。

☆
国
際
人
育
成
を
目
指
し
て

１
１２０
１
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神戸国際ビジネス学院

台
で
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
て
る
こ
と

は
極
め
て
有
意
義
で
す
。
問
題
は
ま
ず

セ
ン
ス
の
あ
る
良
い
学
生
を
集
め
、
幅

広
く
そ
し
て
厳
し
く
実
践
的
教
育
を
施

す
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。
人

材
の
必
要
性
を
つ
く
づ
く
感
じ
て
い
る

発
言
で
あ
る
が
、
神
戸
大
学
経
済
学
部

の
新
野
幸
次
郎
教
授
は
、
さ
ら
に
加
え

て
「
ど
ん
な
施
設
も
そ
れ
に
対
す
る
ニ

ー
ズ
の
な
い
と
こ
ろ
で
は
存
続
で
き
ま

せ
ん
。
あ
る
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の

人
的
資
源
の
不
足
を
慨
嘆
す
る
場
合
に

次
の
言
葉
は
印
象
的
で
す
。
す
な
わ
ち

発
展
途
上
国
が
発
展
途
上
国
で
あ
る
の

は
、
す
ぐ
れ
た
経
営
能
力
を
も
っ
た
人

が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
と
い
う
の
が
そ

れ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
認
識
に
対
し
て

は
、
資
本
主
義
の
未
発
達
な
と
こ
ろ
で

は
、
経
営
者
能
力
に
対
す
る
需
要
は
少

神戸国際ビアネス学院
神戸市葺合区琴緒町５－７クﾘ ｰ ﾝ ｼ ﾔ ポｰ ビﾙ 7 Ｆ

念２４２－７２６７

１
１２１
１

》
懲
隙

図

竪説丹

ファッション都市、国際都市を目指す神戸。遠くにみえるのがボートアイランド。

昼や壷

簿

な
く
、
近
代
的
経
営
者
が
少
な
い
の
は

あ
た
り
ま
え
だ
、
そ
の
意
味
で
は
、
こ

の
よ
う
な
主
張
は
単
な
る
同
義
反
復
に

す
ぎ
な
い
と
い
う
批
判
が
あ
り
ま
す
」

と
話
す
。
こ
の
神
戸
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学

院
に
対
し
て
「
単
に
神
戸
の
た
め
の
人

的
資
源
の
供
給
だ
け
に
限
定
す
る
の
で

な
く
、
国
際
都
市
神
戸
に
創
設
さ
れ
る

日
本
全
体
の
た
め
の
学
院
を
目
指
す
べ

き
だ
と
思
う
」
と
付
け
加
え
る
。
国
際

都
市
神
戸
の
実
現
に
向
け
て
の
基
本
的

考
え
方
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。

こ
の
〃
人
間
″
確
保
に
対
し
て
、
ユ

ニ
ー
ク
な
コ
ー
ス
と
多
彩
な
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
よ
っ
て
、
実
践
的
実
技
を
充
実

し
て
国
際
人
を
養
成
し
よ
う
と
す
る
神

戸
国
際
ビ
ジ
ネ
ス
学
院
へ
の
期
待
は
大

き
い
。

国際感覚を手のひらに受けて
ファッションに、貿易実務に
そして観光に、広く国際的に
活躍する人材を育てます。

■ファッションビジネス学科
ファッションの多隊化にともない、人びとの
ニーズを的確に把えた企1 曲力と生Ｉ梯h I I j 力、さ
らに眼光計１１m ﾉ j などを侍つ人材を徒成します
国国際観光学科
園国際貿易学科
副経営実務学科
国別科
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昨
年
に
続
い
て
異
人
館
通
り
の
シ
ョ

ッ
ピ
ン
グ
ハ
ウ
ス
「
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
」

が
、
秋
の
催
物
に
〃
第
２
回
ロ
ー
ズ
ガ

ー
デ
ン
美
術
公
募
展
″
を
開
催
。
一
七

七
点
の
作
品
が
集
ま
り
、
十
月
一
一
十
六

日
に
赤
根
和
生
、
佐
藤
廉
、
伊
藤
誠
、
長

島
隆
、
西
村
功
、
松
井
高
男
、
丸
本
耕
、

元
永
定
正
、
山
口
牧
生
、
吉
田
稔
郎
、

若
山
晴
洋
さ
ん
ら
が
審
査
員
と
な
っ
て

選
考
。
テ
ー
マ
は
「
風
・
空
・
街
角
」
。

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
賞
「
近
似
値
」
の

宮
崎
豊
治
、
奨
励
賞
「
雪
診
旧
屍
冒
○

○
○
編
○
星
「
自
国
画
富
津
四
ｚ
画
詞
の

○
○
冨
勺
衿
、
巴
の
坂
松
男
、
佳
作
（
異

人
館
倶
楽
部
賞
）
「
言
認
邑
届
」
「
急

閉
Ｓ
圏
」
の
森
英
男
。
（
北
野
ア
レ
イ

賞
）
「
風
・
空
・
街
角
」
の
水
木
創
・

（
キ
ン
グ
ス
コ
ー
ト
賞
）
「
形
而
上
的
空

間
へ
の
志
向
」
の
片
岡
由
加
利
、
神
戸

っ
子
賞
「
農
（
あ
し
た
）
の
た
め
に
。

そ
の
３
と
４
」
松
井
窓
作
さ
ん
ら
が
入

賞
し
、
十
一
月
三
日
、
文
化
の
日
に
、

朝
十
一
時
半
よ
り
受
賞
式
と
パ
ー
テ
ィ

が
開
か
れ
た
。

入
賞
の
他
に
テ
ナ
ン
ト
賞
は
、
テ
ナ

ン
ト
各
自
が
入
選
作
品
か
ら
選
ん
で
賞

を
出
し
、
会
場
は
若
女
し
い
作
品
群
で

さ
わ
や
か
だ
っ
た
。

＃
胤
示
は
、
十
一
月
三
日
ｉ
十
一
月
十
二
日
迄

入
巡
は
、
あ
を
や
ぎ
よ
う
こ
、
足
立
幸
久
、
岡
本

光
彰
、
枢
滋
、
金
重
謂
郎
、
川
端
祥
治
、
神
野
和

明
、
木
村
浩
、
黒
潮
弧
、
小
挫
央
樹
、
灘
泰
成
、

酒
井
敏
雄
、
佐
々
木
治
子
、
祷
崎
ま
が
ら
、
島
本

直
子
、
杉
本
信
治
、
嵩
揃
彰
、
竹
村
一
博
、
寺
川

隆
、
中
畑
多
美
子
、
伴
野
久
美
子
、
広
瀬
政
友
、

堀
尾
昭
子
、
松
嶋
茂
勝
、
松
本
燕
、
三
好
ミ
チ
ル

撫
謎
奈
探
子
、
山
口
蘇
治
、
吉
川
隆
一
、
価
家
裕

隆
、
波
辺
登
美
子
の
み
な
さ
ん
で
し
た
。

１
１２２
１

●
第
２
回
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
美
術
公
募
展

上はローズガーデン広場で受賞のパーティ。下は立体の受賞作品と選考委員たち。

話題のひろば

く１１＞

宮
崎
豊
治
さ
ん
が

ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
賞
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活
性
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
水
生
成
器

は
水
道
水
を
急
速
に
砥
解
処
理
し
て
活

性
カ
ル
シ
ウ
ム
イ
オ
ン
水
（
ア
ル
カ
リ

水
）
と
、
ア
ス
ト
リ
ン
ゼ
ン
液
（
酸
性

水
）
を
同
時
に
つ
く
り
ま
す
。

そ
の
イ
オ
ン
水
は
、
消
化
不
良
、
慢

性
下
痢
、
胃
腸
内
異
状
発
酵
、
制
酸
作

用
に
も
有
効
で
、
酸
性
に
傾
き
が
喝
な

体
披
を
理
想
的
な
弱
ア
ル
カ
リ
性
に
保

つ
側
き
を
し
ま
す
。
こ
の
「
ナ
チ
ュ
ラ

ル
ミ
ネ
ラ
ァ
サ
ヒ
」
の
特
色
は
、
①
旭

硝
子
が
開
発
し
た
特
殊
電
極
②
素
焼
は

最
高
級
③
便
利
な
連
続
取
水
機
構
④
シ

ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
⑤
生
成
時
間
は
わ

ず
か
５
分
⑤
徹
底
し
た
安
全
設
計
⑦
付

属
品
も
万
全
で
す
。

八
標
単
価
絡
５
９
，
５
０
０
円

割
賦
販
売
、
力
月
も
あ
り
ま
す
Ｖ

土
壌
の
関
係
か
ら
か
、
芦

屋
、
西
宮
の
水
は
非
常
に
良

か
っ
た
の
で
す
が
、
人
口
が

増
え
る
に
つ
れ
て
、
国
道
の

北
側
は
そ
の
ま
ま
で
す
が
、

南
は
他
所
か
ら
水
を
引
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

我
が
家
も
水
を
お
い
し
く

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
い
ろ

い
ろ
工
夫
を
し
て
お
り
ま
す

ナ
チ
ュ
ラ
ル
ミ
ネ
ラ
ア
サ
ヒ

を
知
っ
て
か
ら
は
、
手
間
も

省
け
て
と
て
も
重
宝
。
若
さ

あ
ふ
れ
る
テ
ニ
ス
の
コ
ー
チ

煙
た
ち
も
、
プ
レ
ー
の
あ
と

汗
び
っ
し
ょ
り
で
コ
ー
ト
か

ら
戻
っ
て
ま
ず
「
お
水
／
」
。

甘
露
甘
露
と
喉
を
鳴
ら
し
、

そ
の
次
に
ア
ス
ト
リ
ン
ゼ
ン

で
顔
を
洗
っ
て
お
り
ま
す
。

さ
っ
ぱ
り
し
た
彼
女
た
ち
の

笑
顔
は
と
て
も
爽
や
か
。
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
者
に
は
、
恵

み
の
水
と
い
う
こ
と
ば
通
り

の
よ
う
で
す
。
芦
屋
グ
リ
ー
ン

ラ
ン
ド
テ
ニ
ス
ク
ラ
プ
で
若
い
コ
ー

チ
た
ち
と
談
笑
す
る
中
田
夫
妻

ナチュラルミネラアサヒ

蕊

底Ⅱ農VE-ﾌt麓

テ ニスの
あとは

お水が最高
★1 2 月の健康仲間は－

に順田f - 1 宏さん
く芦屋グリーンランド
テニスクラプオーナー＞

淳子夫人
堀尾昌代さん

くコーチ＞

薮中博子T さん
くコーチ＞

大谷美子さん
くコーチ＞

沢井一i i ~ l 皇さん
くコーチ＞

蕊蕊灘量鑑
総発売元・技術指導

、旭硝子ﾎ朱式会社
本社〒1 0 0 束京都千代寵区丸の内2 ﾉ 1 ノ２
( 千代田ビル) 特品営業部念( 2 1 8 ) 5 5 7 4

代 理店

蕊Ｊ〔ノーベ《
〒6 5 1 茸合区磯辺通１丁目１ノ2 0
078(251)3531(代）
健康機器販売部２５１－３５９３．４

●活性カルシウムイオン水
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:灘鍵心
粕

紅
葉
に
は
今
一
歩
と
い
う
十
月
下
旬
再
度
山
に
登
っ
た
。
途
中

善
助
茶
屋
跡
の
整
備
後
の
様
子
も
見
た
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
実

は
昔
外
人
さ
ん
が
好
ん
で
登
っ
た
範
多
坂
か
ら
登
り
た
か
っ
た
の

だ
が
、
今
は
堰
堤
が
数
本
入
っ
た
た
め
と
て
も
登
行
は
困
難
だ
と

の
こ
と
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
西
隣
り
の
城
ケ
ロ
道
を
登
る
こ
と
に

し
た
。
再
度
山
ド
ラ
イ
ブ
の
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
て
最
初
の
大
き
な

カ
ー
ブ
の
突
当
り
に
あ
る
神
戸
市
再
度
山
公
園
事
務
所
に
立
寄
っ

た
。
私
の
古
巣
の
山
地
課
時
代
か
ら
の
仲
間
が
ま
だ
お
っ
て
一
服

が
長
く
な
り
そ
う
に
な
っ
た
の
で
別
れ
を
告
げ
、
そ
の
一
人
大
橋

嘱
託
の
案
内
で
連
理
の
樟
を
見
た
。
二
本
の
二
脱
も
離
れ
て
生
育

し
て
い
る
太
い
樟
の
両
方
か
ら
出
た
枝
が
中
央
で
し
っ
か
り
癒
着

し
て
一
本
に
な
っ
て
い
る
珍
ら
し
い
現
象
で
一
見
の
価
値
が
充
分

あ
る
し
、
こ
の
木
を
拝
め
ば
恋
愛
成
就
疑
い
な
し
と
言
う
と
こ
ろ

で
、
縁
結
び
の
御
守
り
を
売
出
し
た
ら
と
思
っ
た
。
そ
こ
か
ら
道

を
錨
山
の
方
へ
と
り
、
時
々
振
返
る
と
木
の
間
が
く
れ
に
神
戸
の

鍵鱗 Ａ
そ
の
３
Ｖ
家
族
向
き
コ
ー
ス

再
度
山
登
山
口
ｌ
市
章
山
ｌ
善
助
茶
屋
跡
ｌ
太
子
道
ｌ
再
度
筋

善
助
茶
屋
跡
を
訪
ね
て

山
本
吉
之
助

八
兵
庫
県
山
岳
連
盟
副
会
長
Ｖ蕊

町
並
み
が
ち
ら
ち
ら
と
見
え
て
美
し
い
。
錨
山
の
上
に
出
る
と
展

望
は
ぱ
っ
と
開
け
て
二
百
度
以
上
の
広
い
視
野
が
楽
し
め
て
素
晴

ら
し
い
。
錨
山
は
明
治
三
十
六
年
の
観
艦
式
の
時
に
小
学
生
が
美

濃
紙
に
日
の
丸
を
書
い
て
継
合
わ
せ
縦
横
約
十
一
腕
の
錨
形
を
作

っ
て
山
肌
に
置
い
た
も
の
で
、
当
時
は
一
面
草
山
だ
っ
た
か
ら
実

に
美
事
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
跡
に
小
松
を
植
え
た
も
の
だ
。
市

章
山
は
こ
れ
も
明
治
四
十
年
神
戸
港
の
防
波
堤
の
起
工
式
を
記
念

し
て
小
学
生
が
市
章
の
形
に
小
松
を
植
え
て
作
っ
た
も
の
で
あ
る

両
方
共
そ
の
後
周
辺
の
松
が
大
き
く
生
長
し
て
そ
の
形
が
さ
だ
か

で
な
く
な
っ
た
の
で
、
葉
の
色
の
異
っ
た
木
を
植
え
た
ら
と
い
う

の
で
、
市
章
山
は
昭
和
三
十
六
年
市
政
七
十
年
記
念
の
際
ウ
バ
メ

ガ
シ
に
改
植
し
、
そ
の
上
周
囲
を
何
時
で
も
電
飾
出
来
る
よ
う
に

設
備
さ
れ
、
事
あ
る
毎
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
夜
空
に
く
っ
き

り
と
市
章
を
浮
び
あ
が
ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
錨
山
も
昭
和
四

十
一
年
に
三
千
六
百
本
の
ウ
バ
メ
ガ
シ
に
改
植
さ
れ
て
は
っ
き
り

見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

錨
山
を
後
に
尾
根
道
を
二
本
松
に
向
っ
た
。
こ
の
道
は
展
望
も

よ
く
途
中
に
浅
間
ケ
丘
の
記
念
碑
等
あ
っ
て
楽
し
い
道
だ
が
途
中

二
度
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
を
横
切
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
欠
点
が
あ

り
暴
走
族
に
注
意
が
必
要
。
か
つ
て
あ
っ
た
大
き
な
二
本
の
松
も

今
は
枯
死
し
て
名
ば
か
り
の
二
本
松
に
出
て
こ
こ
で
今
一
度
ド
ラ

イ
ブ
を
横
断
し
て
西
側
の
山
路
に
入
る
。
と
た
ん
に
か
さ
こ
そ
と

鳴
る
落
葉
を
踏
む
音
と
そ
の
弾
力
が
秋
を
感
じ
さ
せ
て
く
れ
て
ほ

っ
と
す
る
。
こ
の
辺
り
ま
で
く
る
と
ハ
ゼ
の
紅
葉
が
燃
え
る
よ
う

に
美
し
い
。
善
助
茶
屋
跡
（
私
は
早
朝
登
山
の
発
祥
の
地
だ
か
ら

蕊鰯

市章山あたりにて（左が山本さん）

蕊駕蕊
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…
…

「
ア
カ
ッ
キ
公
園
」
と
呼
び
た
い
）
に
入
る
と
芝
が
一
面
に
美
し

く
敷
か
れ
、
周
囲
の
木
立
は
深
く
繁
り
静
寂
そ
の
も
の
で
、
誰
も

が
芝
生
に
寝
こ
ろ
ん
で
空
行
く
雲
を
見
上
げ
て
詩
情
を
か
き
た
て

ら
れ
る
よ
う
な
雰
囲
気
だ
。
四
阿
屋
に
置
い
て
あ
る
署
名
簿
に
は

最
早
相
当
多
数
の
署
名
が
し
て
あ
り
訪
れ
る
人
の
多
い
の
に
驚
い

た
。
実
に
去
り
難
い
気
持
だ
っ
た
。
再
度
山
か
ら
塩
ケ
原
に
出
て

帰
り
は
大
師
道
を
通
っ
た
。
こ
の
道
は
読
ん
で
字
の
如
く
大
竜
寺

の
参
道
と
し
て
栄
え
た
も
の
で
六
甲
連
山
を
越
え
る
道
と
し
て
は

塩
ケ
原
で
山
田
道
に
結
ば
れ
最
も
古
い
道
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。
最

近
全
線
舗
装
さ
れ
よ
く
な
っ
て
い
る
の
に
驚
い
た
が
、
気
の
つ
い

蒋蝿出疑課…群鍵』燕雪

(…原重塩ケ

｢ 毎日登山発祥の地」碑の裳には山本さんの稿になる「いわれ」が刻まれている

た
こ
と
は
茶
店
が
大
変
減
っ
た
こ
と
だ
。
も
っ
と
も
善
助
茶
屋
が

出
来
た
頃
に
は
大
竜
寺
へ
の
参
詣
者
だ
け
を
相
手
に
し
て
い
た
の

で
中
茶
屋
が
一
軒
あ
っ
た
だ
け
の
よ
う
だ
。
そ
の
後
毎
日
登
山
が

ど
ん
ど
ん
発
展
し
、
大
正
の
終
り
か
ら
昭
和
の
初
め
に
か
け
て
は

千
余
人
の
人
が
毎
日
登
る
よ
う
に
な
っ
て
、
次
々
と
茶
店
が
出
来

各
登
山
ク
ラ
ブ
が
署
名
簿
を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
。
又
ピ
ン
ポ
ン

と
輪
投
が
各
茶
店
に
あ
っ
て
盛
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
が
昭
和
十

三
年
七
月
の
大
水
害
で
大
半
の
茶
屋
は
押
し
流
さ
れ
、
続
く
戦
争

の
た
め
復
旧
が
遅
れ
、
や
っ
と
今
の
状
態
に
戻
っ
た
の
で
あ
る
。

以
前
の
状
態
と
比
較
す
る
と
、
上
か
ら
善
太
郎
（
今
は
釜
風
呂
）

藤
の
棚
（
今
は
紅
葉
茶
屋
）
次
に
福
助
茶
屋
（
最
近
復
旧
）
中
茶

屋
（
今
は
喜
楽
茶
屋
）
と
う
ろ
う
茶
屋
（
位
置
が
少
し
上
に
な
っ

た
。
最
も
繁
盛
し
て
い
る
よ
う
だ
）
い
な
り
茶
屋
が
あ
る
の
み

で
、
高
山
ク
ラ
ブ
、
六
角
堂
、
ケ
ン
カ
茶
屋
、
サ
ヌ
キ
茶
屋
、
ア

ケ
ボ
ノ
茶
屋
、
再
度
茶
屋
は
い
づ
れ
も
復
旧
し
て
い
な
い
。
古
き

思
い
出
と
し
て
は
、
戦
前
は
八
月
一
一
十
一
日
に
は
大
竜
寺
へ
の
参

詣
者
が
終
日
ひ
き
も
き
ら
ず
終
夜
登
山
者
が
続
い
た
。

当
時
は
道
は
も
ち
ろ
ん
悪
か
っ
た
し
街
路
灯
も
実
に
僅
か
で
タ

ン
グ
ス
テ
ン
球
の
暗
い
の
が
点
々
と
あ
っ
た
だ
け
だ
っ
た
の
で
当

日
は
私
が
課
長
を
勤
め
て
い
た
山
地
課
の
全
員
が
弓
張
提
燈
を
持

っ
て
徹
夜
で
参
詣
者
の
足
下
を
照
ら
し
て
や
っ
た
も
の
だ
。
当
時

は
今
の
よ
う
に
懐
中
電
灯
も
無
く
、
ロ
ー
ソ
ク
の
あ
わ
い
光
り
が

今
だ
に
眼
の
底
に
残
っ
て
い
て
当
時
が
偲
ば
れ
る
。
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摩
耶
山
の
裏
谷
に
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
「
徳
川
道
」
は
、

深
い
緑
と
清
例
な
渓
流
の
山
径
で
、
春
は
小
鳥
の
卿
り
が
時
雨
の

よ
う
だ
し
、
秋
は
あ
け
ぴ
、
栗
、
樫
な
ど
の
木
の
実
が
道
い
つ
ぱ

い
に
落
ち
し
い
て
い
て
、
爽
や
か
で
ム
ー
ド
満
点
な
こ
と
で
昔
か

ら
人
気
が
高
い
。

六
甲
篠
原
か
ら
柚
谷
川
を
遡
り
、
柚
谷
峠
を
こ
え
る
と
摩
耶
山

頂
へ
の
自
動
車
道
に
出
る
。
一
○
○
勝
ほ
ど
西
の
肢
れ
（
道
標
）

で
右
（
北
）
へ
ま
わ
る
と
、
す
ぐ
左
手
に
徳
川
道
の
道
標
が
あ
り
、

細
い
径
が
繁
み
の
な
か
を
お
り
て
い
く
。
こ
こ
か
ら
ト
エ
ン
テ
ィ

ク
ロ
ス
と
の
出
合
ま
で
の
約
二
・
五
談
、
一
時
間
ほ
ど
の
間
が

「
徳
川
道
」
で
す
。
出
合
い
か
ら
更
に
西
へ
と
り
、
長
谷
池
を
経

て
森
林
植
物
園
へ
出
る
コ
ー
ス
（
一
・
五
歳
、
約
四
○
分
）
も
楽

し
い
が
、
実
は
後
か
ら
述
べ
る
よ
う
に
こ
こ
ま
で
を
一
応
徳
川
道

コ
ー
ス
と
い
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。

徳
川
道
の
人
気
の
い
ま
ひ
と
つ
の
秘
密
は
、
何
と
な
く
日
く
あ

り
げ
な
そ
の
名
称
に
も
あ
り
ま
す
。
「
む
か
し
幕
末
の
頂
、
参
勤

交
代
の
大
名
行
列
が
通
っ
た
道
や
そ
う
な
。
外
人
と
の
ト
ラ
ブ
ル

を
避
け
る
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
つ
く
っ
た
ん
だ
っ
て
ね
え
」
「
へ
え

－
こ
ん
な
山
の
な
か
を
ね
え
：
…
．
。
殿
さ
ん
、
駕
龍
に
ゆ
ら
れ
て

え
ら
い
ご
苦
労
さ
ん
や
。
と
き
に
は
途
中
か
ら
お
り
て
ハ
イ
キ
ン

グ
と
酒
落
こ
ま
は
っ
た
ん
や
ろ
か
。
そ
れ
に
し
て
も
、
だ
し
ぬ
け

に
山
の
奥
に
ポ
ッ
ン
と
現
わ
れ
て
、
ポ
ッ
ン
と
消
え
て
る
の
は
、

ど
う
い
う
こ
っ
ち
ゃ
。
ま
る
で
匪
気
楼
か
幻
み
た
い
だ
ね
え
」
。

ま
こ
と
に
ご
尤
も
。
い
ま
み
る
と
こ
ろ
、
そ
ん
な
行
列
の
通
り

な
ど
と
て
も
想
像
も
で
き
な
い
し
、
そ
の
痕
跡
も
窺
え
な
い
。
古

代
か
ら
の
快
適
な
海
沿
い
の
山
陽
道
か
あ
る
の
に
、
何
を
コ
ソ
コ

ソ
と
こ
ん
な
山
の
な
か
を
通
ら
し
た
ん
か
。
こ
れ
じ
ゃ
ま
る
で
敗

残
の
落
武
者
の
道
だ
。
し
か
し
大
名
行
列
の
為
の
道
を
つ
く
っ
た

こ
と
は
事
実
ら
し
い
が
、
果
し
て
ほ
ん
と
に
行
列
が
通
っ
た
の
か
。

一
体
何
の
た
め
に
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
へ
・
徳
川
道
の
正
体
は
？
：
．
…

ご
く
自
然
の
成
行
と
し
て
そ
の
由
来
と
探
求
が
、
篤
志
の
地
方
史

家
や
登
山
家
な
ど
い
ろ
ん
な
市
民
の
手
で
、
既
に
大
正
時
代
か
ら

今
日
に
至
る
ま
で
数
多
く
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
最
近
神
戸
市

の
手
で
そ
の
本
格
的
な
解
明
が
な
さ
れ
、
遂
に
そ
の
全
貌
が
明
ら

か
に
な
っ
た
こ
と
は
市
民
と
し
て
う
れ
し
い
こ
と
で
す
。

市
民
の
誇
り
高
い
こ
の
徳
川
道
の
正
体
は
、
実
は
、
幕
末
か
ら

明
治
維
新
に
か
け
て
の
日
本
の
変
革
ｌ
そ
し
て
同
時
に
一
九
世

紀
の
世
界
侵
略
史
に
大
き
な
関
係
が
あ
り
、
わ
が
新
生
日
本
の
夜

明
け
へ
の
苦
悩
と
、
近
代
都
市
神
戸
の
誕
生
へ
の
重
要
な
歴
史
の

一
駒
の
な
か
に
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
え
ら
く
話
が
大
袈
裟
に

Ａ
そ
の
４
Ｗ
Ｖ
一
般
向
き
コ
ー
ス

ー
ト
ェ
ン
テ
ィ
ク
ロ
ス
ー
市
ケ
原
ｌ
布
引

護
国
神
社
ｌ
柚
谷
ｌ
柚
谷
峠
ｌ
徳
川
道
ｌ
ト
エ
ン
テ
ィ
ク
ロ
ス
出
合
ｌ
長
谷
池
ｌ
森
林
植
物
園

徳
川
道
を
ゆ
ふ
く
、

大
西
雄
一

八
六
甲
全
山
縦
走
市
民
の
会
々
長
・
徳
川
道
調
査
委
員
会
委
員
長
Ｖ

森林植物園内「かもしか園闘』にて筆者
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な
っ
た
が
、
「
徳
川
道
」
の
あ
ら
ま
し
を
ご
く
簡
単
に
い
う
と
次

の
通
り
で
す
。

ご
存
知
の
よ
う
に
、
一
九
世
紀
の
欧
米
諸
国
に
よ
る
ア
ジ
ア
侵

攻
の
世
界
情
勢
の
渦
巻
の
な
か
で
の
、
鎖
国
日
本
の
運
命
は
、
大

変
危
険
な
段
階
に
あ
っ
た
。
披
夷
と
開
国
の
両
論
に
沸
騰
し
騒
然

た
る
な
か
に
、
最
後
の
堤
防
で
あ
っ
た
兵
庫
開
港
も
、
遂
に
欧
米

の
圧
力
の
前
に
は
抗
し
得
ず
、
慶
応
三
年
五
月
に
、
同
年
十
二
月

七
日
に
開
港
の
旨
が
公
示
さ
れ
た
。
外
国
人
居
留
地
設
定
と
同
時

に
西
国
街
道
（
国
道
）
の
附
替
工
事
を
即
時
着
手
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
た
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
幅
狭
い
場
所
で
は
必
ら
ず
外
人

と
の
接
触
ト
ラ
ブ
ル
が
起
る
。
も
し
間
違
い
が
起
こ
れ
ば
、
虎
視

耽
耽
、
事
あ
れ
か
し
と
ね
ら
っ
て
い
る
欧
米
の
思
う
壷
。
侵
略
の

チ
ャ
ン
ス
を
与
え
る
こ
と
に
な
り
、
幕
府
体
制
の
崩
壊
は
勿
論
の

こ
と
、
日
本
植
民
地
化
の
糸
口
と
も
な
る
。
印
度
、
中
国
そ
の
他

ア
ジ
ア
諸
国
で
の
実
例
が
何
よ
り
の
証
拠
と
い
う
訳
で
、
幕
府
と

し
て
は
非
常
な
覚
悟
で
こ
の
工
事
を
促
進
し
た
。

愛
称
「
徳
川
道
」
、
正
し
く
は
「
西
国
往
還
付
替
道
」
は
石
屋道の両側に熊笹の繁る徳紬 道

川
辺
り
か
ら
始
ま
り
、
六
甲
篠
原
を
斜
め
に
柚
谷
に
は
い
り
、
柚

谷
峠
か
ら
摩
耶
山
の
裏
谷
を
西
へ
と
り
、
い
ま
の
森
林
植
物
園
の

な
か
を
通
り
（
こ
の
間
を
大
正
期
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
徳
川

道
と
愛
称
し
て
き
た
）
五
辻
（
い
ま
の
ド
ラ
イ
ブ
ウ
ェ
イ
Ｔ
字
路

の
関
の
茶
屋
の
あ
る
と
こ
ろ
）
に
至
る
。
五
辻
か
ら
妙
賀
坂
を
経

て
鈴
蘭
台
ｌ
白
川
ｌ
布
施
畑
１
１
奥
畑
ｌ
長
坂
ｌ
漆
山

ｌ
胴
病
大
蔵
谷
（
朝
霧
川
尻
の
今
の
大
蔵
交
通
詰
所
の
あ
る
辺

り
）
で
両
国
街
道
に
出
合
い
、
こ
こ
で
徳
川
道
（
西
国
往
還
付
替

道
）
は
終
わ
る
。
延
長
約
三
二
キ
ロ
、
工
事
予
算
三
万
六
千
余
両

の
大
工
事
だ
っ
た
。
石
井
村
庄
屋
谷
勘
兵
衛
が
之
を
諸
負
い
、
開

港
の
日
、
十
二
月
七
日
に
完
成
し
た
。
然
し
二
日
後
の
九
日
に
は

王
政
復
古
、
施
主
の
徳
川
幕
府
は
完
全
に
崩
壊
し
、
同
時
に
明
治

新
政
府
の
樹
立
と
な
り
、
一
月
三
日
鳥
羽
伏
見
の
戦
と
な
る
。
こ

の
騒
然
た
る
世
情
の
な
か
に
大
名
行
列
は
終
に
こ
の
道
を
通
行
し

な
か
っ
た
。
皮
肉
に
も
一
月
十
一
日
に
は
、
こ
の
徳
川
道
を
無
視

し
て
通
行
し
な
か
っ
た
備
前
岡
山
藩
が
三
宮
神
社
前
で
外
人
と
衝

突
（
神
戸
事
件
）
、
遂
に
外
国
兵
に
よ
る
市
街
地
占
拠
の
非
常
事

態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
更
に
皮
肉
な
こ
と
は
、
事
件
を
知
っ
た

岡
山
藩
の
後
続
部
隊
が
、
避
難
路
と
し
て
長
田
附
近
か
ら
進
路
を

変
え
て
こ
の
徳
川
道
を
通
っ
て
東
の
西
国
街
道
の
本
道
へ
ぬ
け
た

形
跡
が
あ
る
。
徳
川
道
が
そ
の
目
的
と
し
て
使
わ
れ
た
唯
一
の
例

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

（
詳
細
は
神
戸
市
発
刊
「
徳
川
道
」
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
）
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顕微鏡・天体望遠鏡・航海計器・光学器一般

|服部ﾒガﾈ店’ニ化欧の銘菓

ユーハイム. コンフェグト
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